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編集後記 編集委員として過ごした 2年間
は様々な体験をさせていただい

た非常に濃密な時間となりました．編集委員の任を仰せ
つかった時は LHDプロジェクトの終了と新しい所長によ
る構造改革という荒波が核融合科学研究所を襲っている
真只中でした．この時，微力ながら研究所の未来につい
ての議論に参加させていただきました．そしてこの出来
事は私にとっても研究者としてのキャリアを熟慮する機
会となりました．核融合の実現には産学官の協力が重要
と言われていますが，実際には日本企業の核融合研究開
発への参入は非常に少ないのが現状です．もし産業界か
ら核融合研究開発へ参入する企業があれば，核融合実現
のために協力してみたいと考えるようになりました．ちょ
うどその頃，日本電信電話株式会社がエネルギー・環境
問題の解決をめざし核融合炉の実現に向けて，ITER機構
や量子科学技術研究開発機構と連携をすることを知りま
した．私は早速応募を行い，企業の研究者として核融合
の実現に携わっていくことになりました．大企業の研究
所で体験する物事は非常に新鮮であり，新しいキャリア
として申し分のないものでした．特に，企業の研究所の

人員数，予算規模，スピードはアカデミックのそれとは
全く異なるものでした．もし日本の産業界が一丸となっ
て核融合の実現に向けた研究開発ができれば，他国に負
けないだろうと思います．しかし，現在の日本では産学
官の重要性を謳いながら実際にはうまく連携が取れてい
ないと感じます．それは政府内であってもそうだと思い
ます．この不協和音の原因を明らかにし，整えることが
できれば，日本は世界の核融合炉実現競争に取り残され
ることなく参戦していくことができるのではないかと個
人的に思っています．現在，私は研究開発とは何かと考
える中で縁あって，カリフォルニア大学アーバイン校で
核融合の研究開発を行っています．私見として，アメリ
カは産学官で研究開発を円滑に進めることができる環境
が整っていると思います．私は核融合の研究者・学生さ
んには是非色々な環境を体験して個々の視野やキャリア
を拡げていただきたいと思っています．
最後になりますが，委員長，委員の先生方，事務局の
皆様，私の企画記事の執筆を快諾くださった先生方へ，
この場を借りて心からお礼申し上げます．� （藤原 大）
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